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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の人口・世帯の推移＜国勢調査＞
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（人/世帯）（人、世帯数） 西脇市の人口・世帯の推移

人口 世帯数 世帯当たり人員

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

人口 46,182 46,380 46,889 46,220 46,339 45,718 43,953 42,802 40,866 38,673 

世帯数 11,826 12,305 12,689 13,007 13,880 14,657 14,673 14,989 15,049 15,167 

世帯当たり人員 3.91 3.77 3.70 3.55 3.34 3.12 3.00 2.86 2.72 2.55 

 国勢調査（R2.10.1現在）における西脇市人口は38,673人、世帯数は15,167世帯、世帯当たり人員は2.55人です。

 人口は、平成７年以降減少傾向が顕著となり、減少幅が拡大しています。

 世帯数は増加傾向にありましたが、近年増加幅が縮小しており、横ばいになりつつあります。

 世帯当たり人員は低下傾向に歯止めがかからず、核家族化、高齢層の独居化の進行がみてとれます。

出典：国勢調査、西脇市統計書 1



第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の年齢４区分別の人口構成＜国勢調査＞

 年少人口といわれる14歳以下人口は、減少傾向に歯止めがかからず、平成７年に65歳以上人口と逆転しました。

昭和60年と比較すると、55％減少しています。また、ここ10年間は、年平均140人程度減少しています。

 生産年齢人口といわれる15歳～64歳人口は、平成７年以降減少傾向が顕著で、この25年間で32％減少しています。

 高齢者人口といわれる65歳以上人口は一貫して増加傾向でしたが、増加数は鈍化しつつあります。

 近年は特に75歳以上人口の伸びが大きくなっており、この25年間で２倍以上増加しています。

出典：国勢調査、西脇市統計書

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

14歳以下 11,668 11,153 10,240 8,553 7,723 7,226 6,567 5,980 5,248 4,568

15～64歳 30,336 30,287 30,928 30,906 30,520 29,083 26,867 25,078 22,907 20,732

65～74歳 2,833 3,274 3,559 3,976 4,803 5,441 5,649 5,880 6,170 5,799

75歳以上 1,345 1,666 2,162 2,785 3,293 3,968 4,870 5,864 6,482 7,175

合計 46,182 46,380 46,889 46,220 46,339 45,718 43,953 42,802 40,866 38,673

11.9％ 54.2％ 15.2％ 18.7％
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2

（単位：人）



第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の人口ピラミッド＜国勢調査＞

 平成７年、令和２年とも、年少人口ではより若年になるほど細くなっており、少子化が進行していることが確認でき

ます。

 大学進学、大学卒業後の就職等を背景に、20～24歳で特に人口が少なくなっています。

 平成７年時点で0～4歳であった層は、令和２年時点で25～29歳の層になりますが、男性は1,185人が784人と34％減

少、女性は1,139人が822人と28％減少しています。

 平成７年時点で45～49歳であった層は、いわゆる団塊の世代ですが、この層が令和２年には70～74歳の層になりま

す。ここ数年で、団塊の世代が後期高齢者になる時期が到来します。

出典：国勢調査、西脇市統計書
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第１章 人口・世帯 ／ 近隣・類似団体の人口＜国勢調査＞
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 県内の類似団体（注）と隣接団体の人口について、平成12年国勢調査と令和２年国勢調査を比較すると、加東市は横

ばい、小野市は微減となっています。（令和12年時点を１として比較）

 西脇市、丹波篠山市、丹波市、加西市では、令和２年時点で０．８５前後となっており、平成12年と比較して約15％

減と、ほぼ同じような減少幅となっています。

 令和２年時点で、朝来市は０．８、宍粟市は０．７７、多可町は０．７６となっており、中山間地域で減少幅がより

大きくなっています。

出典：国勢調査

注：県内の類似団体・・・赤穂市・小野市・加西市・朝来市・宍粟市・加東市
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の地区別人口の推移＜住民基本台帳＞

 過去25年間の地区別の人口推移をみると、野村地区を除いた７地区で人口が減少しています。

 西脇地区、比延地区、芳田地区で30％以上の減少率となっており、市全体では、18.7％減少しています。

（単位：人）

出典：住民基本台帳（市データ）
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の高齢者世帯の世帯構成＜国勢調査＞

 「高齢者を含む世帯数」はH2からH27にかけて大きく増加し、特に「高齢者単身世帯」「高齢者夫婦のみ世帯」の伸

びが大きくなっています。

 H27からR2にかけては、「高齢者を含む世帯数」は増加率が鈍化しましたが、「高齢者単身世帯」は依然として増

加傾向にあります。

 全世帯数は15,146世帯となっており、全世帯に占める「高齢者を含む世帯」の割合は53.8％、「高齢者夫婦のみ世

帯」の割合は15.1％、「高齢者単身世帯」の割合は12.9％となっています。

出典：国勢調査、兵庫県統計書
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高齢者単身世帯 高齢者夫婦のみ世帯 その他高齢者世帯

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

高齢者単身世帯 505 671 962 1,177 1,432 1,739 1,959

高齢者夫婦のみ世帯 732 1,028 1,377 1,727 2,000 2,237 2,292

その他高齢者世帯 3,638 3,930 4,073 4,182 4,206 4,107 3,904

（単位：人）
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第１章 人口・世帯 ／ 15歳未満のいる一般世帯に占める三世代同居の割合＜国勢調査＞

 「15歳未満のいる一般世帯」のうち「三世代同居」の割合を算出すると、北播磨地域では多可町と加西市が高くなっ

ています。

 西脇市は25％となっており、兵庫県全体の数値、全国の数値よりも10ポイント以上高くなっています。

 県内では、但馬地域、丹波地域、淡路地域などが高くなっており、地方部で高くなっています。

出典：令和２年国勢調査
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第１章 人口・世帯 ／ 一般世帯に占める三世代同居の割合＜国勢調査＞

 「一般世帯」のうち「三世代同居」の割合を算出すると、北播磨地域では多可町と加西市が高くなっています。

 西脇市は9.5％となっており、兵庫県全体の数値、全国の数値よりも５ポイント以上高くなっています。

 県内では、但馬地域、丹波地域、淡路地域などが高くなっており、地方部で高くなっています。

 平成27年と令和２年を比較すると、いずれの地域でも三世代同居の割合は低下しており、核家族化が進行していま

す。

出典：国勢調査

（単位：％）
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の人口動態

 西脇市は、行政的には三大都市圏となる関西圏に属しますが、人口動態については、他の地方圏と同様、好景気時に

は転出超過が増加し、景気後退局面や大規模災害発生時には転出超過が減少するという傾向にあります。

 近年は、景気後退局面であっても転出超過が常態化する中、外国人住民の動向による影響が大きくなっています。

出典：～Ｈ5：兵庫県統計書（暦年）、Ｈ6～Ｈ17：総務省統計（年度）、Ｈ18～：西脇市統計書（年度）
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の自然動態（出生・死亡）

 戦後、一貫して出生数が死亡数を大きく上回って推移し、昭和43～44年には出生数が1,000人を超えていましたが、

平成６年に初めて死亡数が出生数を上回りました。その後、平成15年前後まではおおむね出生数と死亡数が均衡して

いましたが、それ以降は、死亡数が出生数を上回ることが常態化しており、その差は年々拡大しています。

 出生数は、平成29年以降、減少幅が拡大しましたが、近年は微減傾向でR4年度は200人となりました。20～39歳女性

人口の急激な減少が背景にあり、合計特殊出生率が改善したとしても、出生数の回復は見込みにくい状況です。

 高齢化などを背景に、死亡数は増加傾向にあり、R4年度は577人と過去最高を更新しました。国の人口推計では、75

歳以上人口のピークがR7～R12年ごろに到来すると見込まれており、当面増加傾向が続くと予想されます。

出典：～Ｈ5：兵庫県統計書（暦年）、Ｈ6～Ｈ17：総務省統計（年度）、Ｈ18～：西脇市統計書（年度） 10
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死亡数 386 470 447 465 441 538 500 544 536 519 493 499 476 517 523 530 520 577

自然増減 -58 -97 -102 -103 -119 -180 -162 -223 -215 -215 -180 -203 -216 -276 -309 -320 -309 -377

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

S
5

5

S
5

6

S
5

7

S
5

8

S
5

9

S
6

0

S
6

1

S
6

2

S
6

3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
4

自然増減 出生数 死亡数

（単位：人）



第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の男女別の未婚率＜国勢調査＞

 西脇市の未婚率は、各年代とも女性よりも男性が高くなっており、25～29歳、40～44歳では約10ポイント、30～39

歳では約15ポイント、男性の方が高くなります。

 平成22年と令和２年の各年代の未婚率を比較すると、いずれも令和２年の方が高くなっており、未婚化・晩婚化が進

行していることが確認できます。男性では、特に40歳代で増加しており、女性では25～29歳、30～34歳、45～49歳

でそれぞれ約５ポイント増加しています。

 国全体の未婚率と比較すると、各年代で概ね２ポイント前後の差異となっており、全国と同水準といえます。

出典：国勢調査
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の若年女性人口と合計特殊出生率

 出生数の動向は、若年女性人口と合計特殊出生率に影響されます。

 若年女性人口は、過去の少子化進行の影響や、４年制大学などへの進学率の向上（国（女子）：1980年：12.3％

→2020年：50.9％）を背景とした転出増などにより、直近20年で３割、直近30年で４割減少しました。

 合計特殊出生率は、2010年、2015年は県内でも高い数値でしたが、2020年は大きく減少し、国や県の平均を下回り

ました。近隣の三木市、加西市、多可町でも大きく減少しており、本市を下回る状況です。

 合計特殊出生率の低下要因は、一般的には晩婚化や晩産化、夫婦１組当たりの出生数の減少が考えられます。

一方で、2010年・2015年に一時的に改善した反動（団塊ジュニア世代等やその後の就職氷河期世代が、2000年代前

半に経済不況の影響を受け、晩婚化・晩産化が進んだ影響）との考え方もあります。

出典：国勢調査 出典：兵庫県算定値（人口動態統計・国勢調査） 12
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の社会動態（転入・転出）

 西脇市においては、第２次石油ショック、バブル崩壊などの景気後退局面を除いて、転出超過が常態化しています。

 平成10年代と比較して、平成20年以降は転入数、転出数ともに減少していますが、転出超過の状況に変わりはありま

せん。直近10年間の転出超過数の平均は、おおむね200人となっており、過去から大きな変動はありません。

 平成29年以降、外国人の動向による影響が大きくなっており、技能実習生等の流入、コロナ禍での国外・市外への転

居などで増減幅が大きくなっています。

 直近５年間の日本人のみの動向を見ても、おおむね200人の転出超過となっています。

出典：～Ｈ5：兵庫県統計書（暦年）、Ｈ6～Ｈ17：総務省統計（年度）、Ｈ18～：西脇市統計書（年度）
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の年齢階級別の社会動態（転入・転出）＜国勢調査＞

 平成22年、平成27年、令和２年における各国勢調査において、転入者（５年前に市外で居住していた市内居住者）か

ら転出者（５年前に市内に居住していた市外居住者）を差引した数値をグラフ化しています。

 西脇市においては、10歳代前半の者が10歳代後半になるタイミング、10歳代後半の者が20歳代前半になるタイミン

グで転出超過が拡大しており、進学、就職期に転出が集中しています。

 若年層の転出超過数は、平成22年国勢調査時が最も大きく、平成27年・令和２年国勢調査時はやや縮小しています。

出典：国勢調査（H22～R2）
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市を起点とした県外との人口移動＜住民基本台帳移動報告・日本人＞

 西脇市を起点とした日本人の社会動態（転入ー転出）について、住民基本台帳移動報告の令和元年～令和４年の平均

値を算出し、転入超過はオレンジ（太枠）、転出超過はブルー（細枠）として表示しました。

 北海道・東北、四国からは転入超過となっており、それ以外の地域とは転出超過となっています。

 兵庫県内の市町に対する転出超過の合計値は124人となっており、約半数を占めています。次いで、大阪府に対する

転出超過が67.5人と大きくなっています。（参考：H27－30大阪府への転出超過の平均：42.3人）

出典：住民基本台帳移動報告（R01～04） ※三重県は中部に含む
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市を起点とした県内での人口移動（住民基本台帳移動報告・日本人）

 本市より北に位置する自治体・地域などからは、流入超過（オレンジ・太枠）の状況にあります。一方で、本市より

南に位置する自治体・地域や都市圏へは、多くの人口流出（ブルー・細枠）があります。

 転出超過が多い自治体は、加東市、神戸市、県外の大阪市となっています。

 R01ｰR04の平均値とH27ｰH30の平均値と比較すると、東播磨地域で8.5人、中播磨地域で6.0人転出超過が改善しまし

たが、全体的な傾向は変わっていません。県外を含めて比較すると、大阪府に対する転出超過が25.2人増加しまし

た。

出典：住民基本台帳移動報告（R01～04） ※西脇市を起点とした日本人の社会動態（転入ー転出）について、住民基本台帳移動報告のR1～R4平均値を算出 16
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の昼夜間人口比率（国勢調査）

 国勢調査のうち、従業地による人口が「昼間人口」、常住地による人口が「夜間人口」とされており、その比率を

「昼夜間人口比率」といいます。

 西脇市では、平成22年まで「昼間人口」が「夜間人口」を上回っているため、昼夜間人口比率は100％を超過してい

ましたが、平成27年には「夜間人口」が「昼間人口」を上回り、100％を下回っています。

 人口減少や地域経済の状況を反映して、西脇市内への通勤者・通学者が減少していることが要因と考えられます。

出典：西脇市統計書 17
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市の将来推計人口＜国立社会保障・人口問題研究所＞

 国立社会保障・人口問題研究所が算定した西脇市の将来推計人口では、令和12（2030）年には約5,500人減少し、令和

22（2040）年には約10,200人減少する見込みで、３万人を割り込むことが予想されます。

 65歳以上人口（高齢者人口）は、令和２（2020）年ごろにピークを迎え、その後微減傾向に転じると推計されていま

すが、0～64歳人口の減少に歯止めがかからないため、高齢化率は上昇し続けます。高齢化率は、令和２（2020）年で

は約33％（約３人に１人）となっていますが、令和17（2035）年には40％に達する見込みです。

 0～14歳以上人口（若年人口）は、令和22（2040）年に約2,500人となる見込みで、平成27（2015）年の約5,200人か

ら半減すると推計されています。

出典：2015年～2020年：国勢調査 2025年～2045年：国立社会保障・人口問題研究所・日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）
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第１章 人口・世帯 ／ 近隣・類似団体の将来推計人口＜国立社会保障・人口問題研究所＞

 北播磨地域の自治体と隣接自治体、県内類似団体（11市町）について、国立社会保障・人口問題研究所が算定した将

来推計人口を整理しました。2020年の人口を「１」とした場合の、2045年までの各年の人口水準を示しています。

 大きく分類すると、最も良好な「加東市」、次いで良好な「小野市」、標準的な「丹波篠山市・丹波市・三木市・赤

穂市・加西市・西脇市・朝来市」は0.70前後とほぼ同様の状況です。

 少子化が改善せず、出生数が減少し続ける中で、当面進行し続ける人口減少は全国の自治体共通の課題です。

出典：2015年国勢調査 2020年～2045年：国立社会保障・人口問題研究所・日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）

2020年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

加東市 40,645 1.00 0.99 0.96 0.94 0.91 0.88

小野市 47,562 1.00 0.97 0.93 0.89 0.85 0.80

丹波篠山市 39,611 1.00 0.95 0.89 0.84 0.78 0.72

丹波市 61,471 1.00 0.94 0.89 0.83 0.77 0.71

三木市 71,547 1.00 0.95 0.89 0.83 0.77 0.70

赤穂市 45,892 1.00 0.93 0.87 0.81 0.75 0.69

加西市 42,700 1.00 0.94 0.88 0.82 0.76 0.69

西脇市 38,673 1.00 0.92 0.86 0.80 0.74 0.68

朝来市 28,989 1.00 0.92 0.85 0.79 0.72 0.66

宍粟市 34,819 1.00 0.91 0.83 0.75 0.67 0.60

多可町 19,261 1.00 0.89 0.80 0.71 0.63 0.55
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第１章 人口・世帯 ／ 西脇市、近隣・類似団体の外国人住民

 市内の外国人住民数は、平成24年にかけて減少傾向にあり、平成29年ごろまでは400人強で推移していましたが、平

成30年以降、ベトナム国籍の方を中心に大幅に増加しました。

 新型コロナウイルス感染症の影響で、令和４年は大きく減少しましたが、感染症が沈静化する中で、現在はやや増加

傾向となっています。

 令和３年ごろに、アフリカ系の国籍の方が増加しましたが、コロナ禍で転出し、現在は若干名となっています。

 在留外国人数について近隣市町と比較すると、西脇市は多可町に次いで少ない状況です。工場団地などが立地する近

隣市では、ベトナム国籍や中国国籍、ブラジル国籍の方が多くなっています。

出典：西脇市統計書（各年４月１日現在） 出典：兵庫県統計書・在留外国人数（各年12月末現在） 20
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第２章 医療・福祉 ／ 医療基盤の状況（人口当たりの比較）

 人口当たりの医療基盤について、兵庫県の平均を100とした場合の北播磨地域と西脇市の水準をレーダーチャートで

示しています。

 病床数では、西脇市は兵庫県をやや上回る水準です。２次医療圏単位で病床数を比較すると、北播磨地域は県内で最

も病床数が多い地域となっています。

 地域での医療を担う一般診療所は、神戸地域や阪神南地域の都市部で多くなっています。西脇市は兵庫県全体とほぼ

同水準となっており、北播磨地域全体を上回っています。

 歯科診療所は、兵庫県全体、北播磨地域全体のいずれも下回っています。一方で、薬局については、兵庫県全体、北

播磨地域全体のいずれも大きく上回っています。

 医師数についても一般診療所と同様に、神戸地域や阪神南地域の都市部で多くなっていますが、西脇市の医師数もそ

れに近い水準となっており、兵庫県全体、北播磨地域全体を上回っています。

出典：R3兵庫県統計書 ※人口：R3.1.1現在 病床数・一般診療所・歯科診療所：R.3.10.1現在 薬局：R4.3末現在 その他：R2.12末現在
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第２章 医療・福祉 ／ 疾病り患状況

 各地域の人口構成の違いを考慮して、疾病ごとの死亡率を示しています。（国全体の平均を100とします）

 男性では、「腎不全」が突出して高くなっています。糖尿病などとの関係が深く、遺伝的な影響に加えて、食べ過

ぎ、運動不足、肥満などの環境的な影響があるといわれています。

 女性では、「肝疾患」や「腎不全」が高く、「脳血管疾患」がやや低くなっています。

出典：兵庫県における死亡統計指標（H28～H2）
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第２章 医療・福祉 ／ 疾病予防

 ５項目のがん検診、また国保特定健診・特定保健指導実施率について、いずれも兵庫県全体の数値を上回っていま

す。

 新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年度の検診（健診）受診率は低下しましたが、令和３年度は全体として

回復傾向にあります。

 兵庫県では、過去３年間のがん検診の受診率を見て、２年連続で低下したがん種が多い自治体を重点市町として指定

しています。西脇市は令和３年度に重点市町に指定されています。

出典：兵庫県ホームページ（市町のがん検診・国民健康保険特定健診等受診状況）
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第２章 医療・福祉 ／ かかりつけ医の有無

 かかりつけ医の有無について、兵庫県（全県及び北播磨）と、西脇市でそれぞれアンケート調査を実施しています。

 西脇市の数値は、近年75％程度で推移しており、概ね県を上回っています。

兵庫県：あなたには、かかりつけの医師がいますか。

いるーどちらかといえばいるーどちらともいえないーどちらかといえばいないーいない

西脇市（～H29）：あなたは、かかりつけ医などがありますか。

あるーないーわからない

西脇市（H30～）：兵庫県と同じ質問・選択肢

出典：西脇市まちづくり市民アンケート、兵庫のゆたかさ指標
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第２章 医療・福祉 ／ 高齢者の概況

 西脇市の高齢化率は35.1％で、兵庫県平均（29.2％）及び北播磨平均（33.2％）を上回っています。北播磨地域では、

多可町（約39％）が最も高く、三木市、加西市（いずれも約35％）と同水準となっています。

 西脇市の75歳以上人口割合は19.5％で、北播磨地域では多可町（21.7％）に次ぐ水準です。県内の類似団体である朝

来市や宍粟市と同水準となっています。

 一人暮らし高齢者の割合は、兵庫県と同水準で、北播磨よりは高くなっています。高齢者の６～７人に１人が一人暮

らしとなります。

 西脇市の老人クラブ加入率は23.7％で、北播磨平均には及びませんが、比較的高い水準となっています。ただし、10

年前（平成23年）と比較すると、いずれの地域でも大きく減少しており、就労する高齢者の増加、価値観・ライフス

タイルの多様化などが影響していると考えられます。

出典：高齢者保健福祉関係資料・地域別詳細一覧（R5.2.1現在・兵庫県HP） ※北播磨地域の団体、隣接団体、県内類似団体を掲載

65歳以上人口 75歳以上人口 一人暮らし高齢者 老人クラブ加入率（％）

人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％） R3.4.1 H23.4.1

兵庫県 1,581,297 29.2 822,982 15.2 1,959 14.8 12.9 20.7 

北播磨 86,241 33.2 45,237 17.4 11,514 13.4 28.2 38.6 

西脇市 13,272 35.1 7,369 19.5 1,959 14.8 23.7 37.1 

三木市 26,274 35.4 13,777 18.6 3,787 14.4 15.7 23.7 

小野市 13,933 29.6 7,077 15.0 1,899 13.6 11.3 18.7 

加西市 14,639 35.1 7,480 17.9 1,702 11.6 58.5 70.0 

加東市 10,758 26.8 5,476 13.6 1,469 13.7 34.5 48.6 

多可町 7,365 39.3 4,058 21.7 698 9.5 41.5 51.8 

丹波篠山市 14,128 36.3 7,294 18.7 2,115 15.0 23.5 41.4

丹波市 21,784 36.0 11,652 19.3 2,964 13.6 5.6 25.1

赤穂市 15,368 34.1 8,136 18.1 2,568 16.7 8.6 18.5 

朝来市 10,356 36.6 5,536 19.6 1,537 14.8 19.3 40.9 

宍粟市 13,066 38.5 6,596 19.4 1,697 13.0 55.5 65.6 
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第２章 医療・福祉 ／ 高齢者福祉施設の概況

 介護保険施設である特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）、介護老人保健施設の定員について示しています。

 65歳以上人口当たりの２施設の定員合計で比較すると、北播磨平均（32.48）は兵庫県平均（17.63）を大きく上回っ

ており、但馬地域（39.09）、淡路地域（36.40）、西播磨地域（34.16）に次ぐ水準となっています。

 西脇市は、最も人口当たり定員が多い地域である但馬地域に次ぐ水準となっています。

出典：市町要覧（2023.3）／R4.3.31現在

65歳以上人口
（人）

特別養護
老人ホーム

介護老人
保健施設 定員合計

（人）

人口千人当たり
定員合計
（人）施設数 定員（人） 施設数 定員（人）

兵庫県 1,581,297 461 27,875 174 14,913 42,788 17.63 

神戸 432,855 121 7,231 63 5,461 12,692 29.32 

阪神南 273,242 54 4,074 27 2,301 6,375 23.33 

阪神北 205,737 41 2,991 16 1,570 4,561 22.17 

東播磨 199,648 53 2,889 15 1,496 4,385 21.96 

北播磨 86,241 34 2,066 12 735 2,801 32.48 

中播磨 157,809 55 2,866 12 1,046 3,912 24.79 

西播磨 83,744 35 1,936 14 925 2,861 34.16 

但馬 58,148 26 1,715 6 558 2,273 39.09 

丹波 35,912 14 806 4 376 1,182 32.91 

淡路 47,961 28 1,301 5 445 1,746 36.40 

西脇市 13,272 6 399 1 100 499 37.60 
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第２章 医療・福祉 ／ 近隣・類似団体等の要介護認定率

 西脇市の要介護認定率は20.2％で、兵庫県全体の平均値（20.4％）とほぼ同水準となっています。

 同一圏域団体・隣接団体・類似団体と比較すると、朝来市、赤穂市、宍粟市、丹波市に次ぐ水準で、やや高くなって

います。

 75歳以上人口の占める割合が高い自治体で、要介護認定率が高くなる傾向にありますが、多可町や三木市など、比較

的低い水準でとどまっている自治体もあり、傷病や介護保険のサービス基盤の状況、住民気質などが影響している可

能性があります。

出典：高齢者保健福祉関係資料・地域別詳細一覧（R5.2.1現在。兵庫県HP）
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第２章 医療・福祉 ／ 西脇市の介護保険の状況（介護給付費・認定者数）

 介護給付費については、一貫して増加傾向にありますが、制度の定着と高齢者数の増加の鈍化により、平成29年度以

降は、伸びが鈍化しています。しかしながら、10年前と比較すると約１．３倍に増加しています。

 要支援・要介護認定者数も一貫して増加傾向にありますが、平成26年度以降伸びが鈍化しています。

 要支援・要介護認定者１人当たりの介護給付費を算出すると、平成29年度以降は微増又は横ばいとなっています。し

かしながら、10年前と比較すると約７％以上増加しています。

 要支援・要介護認定者の増加に、１人当たりの介護給付費の増加が合わさって、財政的な負担は増しています。

出典：西脇市主要施策の成果に関する報告書（要支援・要介護認定者数は、各年度末現在）
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第２章 医療・福祉 ／ 障害者手帳の所持状況

 西脇市の身体障害者手帳の所持者数は、人口減少などを背景に減少傾向にあります。総人口に占める手帳所持者の割

合は4.2％となっています。総人口当たりの所持者数の割合は、神戸市（5.1％）や淡路（4.9％）、但馬（4.8％）、

丹波（4.8％）などの地方部で比較的高くなっています。

 西脇市の療育手帳所持者数は増加傾向（10年前の1.36倍）にあり、総人口の11.9‰を占めています。県全体の平均は

11.1‰となっており、県内では比較的高い水準となっています。

 西脇市の精神障害者保健福祉手帳所持者数は増加傾向（10年前の1.78倍）にあり、総人口の7.1‰を占めています。

神戸市が特に高く、阪神南地域や東播磨地域などの都市部で比較的高くなっています。

出典：西脇市常任委員会資料 ※県内他自治体の状況は、兵庫県市区町別主要統計指標から算出
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第２章 医療・福祉 ／ 母子・父子世帯の状況

 令和２年国勢調査によると、西脇市における「18歳未満の児童がいる世帯」に占める「母子世帯」の数は160世帯、

「父子世帯」の数は11世帯となっています（※他に世帯員がいない世帯）。少子化、若年層の減少に伴って、平成17

年ごろから低下傾向にあります。

 西脇市の母子・父子世帯については、兵庫県平均、北播磨平均を下回っており、都市部などで比較的高くなっていま

す。一方で、「他の世帯員（両親など）がいる母子・父子世帯」で比較すると、西脇市は兵庫県平均、北播磨地域平

均を上回っており、また、中播磨や但馬などの地方部で比較的高くなっています。北播磨地域では、三木市と加東市

がやや高くなっています。

出典：令和２年国勢調査
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第２章 医療・福祉 ／ 県内の生活保護の状況

 令和３年の生活保護率（対人口1,000人当たり）をみると、西脇市は5.3で北播磨平均（4.6）をやや上回っています

が、兵庫県平均（18.2）は大きく下回っています。

 神戸市や阪神南地域は25前後となっており、本市の５倍程度となっているほか、阪神北、東播磨、中播磨地域など、

全体的に都市部で高くなっています。

 コロナ前のR1とコロナ禍のR3を比較すると、生活保護率は全体として低下しており、定額給付金等の生活支援や生

活困窮者自立支援制度などが一定の役割を果たしたと考えられます。

出典：兵庫県統計書
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第２章 医療・福祉 ／ 西脇市の生活保護の状況

 西脇市の生活保護の状況は、平成24年度まで増加傾向にあり、その後平成29年度までは横ばい傾向にありましたが、

高齢化が進行する中で亡くなる方が増加したことや保護世帯が転出すること、就労支援などによる就労・保護廃止な

どにより、減少傾向にあります。

 生活保護世帯・人員の減少に伴って、扶助額も減少傾向にあり、扶助額については、直近のピークとなった平成24年

度と比較して約30％減少しています。

出典：西脇市主要施策の成果に関する報告書
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第２章 医療・福祉 ／ 地域福祉活動の状況

 「過去１年間に、地域福祉に関する活動に取り組んだことがある」かアンケート調査したところ、「年数回程度以上

取り組んだ人の割合」は、低下傾向にあります。地域コミュニティの希薄化や高齢者の就労促進などが背景にあると

考えられます。

 地域福祉活動の参加状況（月数回程度以上）について、 50歳以上を年代別に整理したところ、50歳代では大きな変

化はありませんが、60歳代、70歳以上では、Ｒ４年度に大きく減少しています。

 平成30年度と令和２年度・３年度を比較すると、横ばい又は増加となっており、コロナ禍で活動に制約が生じること

が懸念されましたが、その影響は見て取れません。

○（質問）地域福祉に関する活動（ひとり暮らし高齢者への声掛けなど）に取り組んだことがある

選択肢：ほぼ毎日ある／週１回以上ある／月数回程度ある／年数回程度ある／したことがない

出典：西脇市まちづくり市民アンケート
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第３章 経済・産業 ／ 市町内総生産

 経済センサスによると、平成24年には事業所数が2,412事業所、従業者数が17,718人であったものが、９年後の令和

３年には事業所数が2,155事業所、従業者数が15,430人と、それぞれ257事業所（▲11％）、2,288人（▲13％）減少

しています。

 この期間において、市内の大型商業施設（Ｈ25）や半導体製造業者（Ｈ26）、地場産業関連業者（Ｈ24）などが撤

退・倒産したほか、団塊世代が65歳を迎え、生産年齢人口（15～64歳人口）が約4,000人減少していることも影響し

ています。

 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う大型事業所の撤退・倒産などは顕在化していませんが、今後も注視していく

必要があります。

出典：RESAS、令和３年経済センサス活動調査（民営事業所。R3は事業内容等不詳を含む。）
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第３章 産業・経済 ／ 産業分類別の従業者数

 経済センサスにより、産業（大分類 ※一部中分類）別に従業者数の推移を示したグラフです。

 「製造業」で大きく従業者数が減少していますが、中分類でさらに詳しくみると、「電子部品等製造業」が大きく減

少しています。本市の地場産業である「繊維工業」は減少傾向にありますが、中分類としての従業者数は多く、依然

として雇用の受け皿となってます。近年は「金属製品製造業」が増加しています。

 サービス業では、「宿泊業、飲食サービス業」が減少している一方で、高齢化などを背景とした需要増に伴い「医

療、福祉」などで、従業者数が増加傾向にあります。

出典： RESAS、令和３年経済センサス活動調査（民営事業所）
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第３章 産業・経済 ／ 年齢階層別の産業人口の割合 ※市内で働く人

 西脇市で従業する者について、産業大分類別かつ年齢階層別にグラフで示しています。

 「農業、林業」と「不動産、物品賃貸業」「サービス業（他に分類されないもの）」は、50歳以上で66～78％を占

めており、高齢化が進行しています。

 50歳以上が40％を下回っているのは「公務」のみであり、40％～50％は「製造業」「金融業、保険業」「学術研

究、専門・技術サービス業」「教育、学習支援業」「医療、福祉業」「複合サービス事業」となっています。

出典：令和２年国勢調査
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第３章 産業・経済 ／ 製造業（製造品出荷額等・従業者数）

 本市の製造品出荷額等は、平成20～22年ごろと比較して、平成23～24年に大きく低下しました（半導体製造工場の

縮小・撤退など）。その後、食料品製造業の誘致などによりやや増加し、近年は800億円程度で推移しています。

 産業中分類では、平成22年以降、食料品製造業や金属製品製造業が増加、繊維工業やその他の製造業（釣針ほか）は

横ばい、電子部品・デバイス・電子回路製造業が大幅な減少となっています。

 製造品出荷額等を県内類似団体・近隣団体と比較すると、工業団地等における企業立地の状況が大きく異なってお

り、西脇市の金額は、多可町、宍粟市などに次いで低い水準にとどまっています。

出典：西脇市統計書（工業統計調査、経済センサス） 出典：兵庫県市区町別主要統計指標（令和３年度実績）
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第３章 経済・産業 ／ 播州織（生産数量・生産金額）

 西脇市の基幹産業である播州織は、戦後海外市場を開拓し、輸出型産業として発展してきましたが、円高の進行や新

興国との競争などの影響を受け、生産数量は長期間にわたって減少傾向にあります。また、コロナ禍での外出自粛な

どの影響を受け、令和２年以降、さらに減少しています。

 生産数量のピークは、昭和62年で約3億8,777万㎡でしたが、直近では1,287万㎡となっており、約30分の１の水準に

減少しています。

 生産金額のピークは、昭和59年で約1,000億円でしたが、直近では87億円となっており、約11分の１の水準に減少し

ています。

 昭和56年頃のピーク時には、生産数量の８割が海外向けとなっていましたが、現在は国内向けと海外向けの割合が逆

転し、国内向けが９割程度となっています。

出典：公益財団法人北播磨地場産業開発機構
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第３章 経済・産業 ／ 商業（商品販売額・従業者数）

 年間商品販売額（卸売業）では、平成24年以降、概ね横ばいで推移していましたが、令和3年では平成28年と比較し

て25％減少しました。繊維・衣類等卸売業などで減少が大きく、コロナ禍で商業活動が停滞したことなども要因と考

えられます。

 年間商品販売額（小売業）では、平成25年の大型商業施設の撤退後、概ね横ばいで推移しています。売場面積は、

スーパーを誘致するとともに、ドラッグストアなどが立地したことで増加しています。

 大型商業施設の撤退や人口減少、地場産業の低迷などを背景に、本市の商業集積地としての優位性は低下傾向にあり

ましたが、人口１人当たりでみると、依然として近隣・類似団体と同水準又はやや上回っている状況にあります。

出典：令和３年経済センサス・活動調査
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第３章 経済・産業 ／ 農業（農家数・経営耕地面積）

 「農家」は、経営耕地面積10ａ以上又は年間農産物販売金額が15万円以上の農業を営む世帯、「販売農家」は、経営

耕地面積が30ａ以上又は年間農産物販売金額が50万円以上の農家をいいます。

 平成12年と令和２年を比較すると、農家は34％、販売農家は47％減少しており、この25年間で、農家数は約２／３

に、販売農家数は約１／２となっています。

 経営耕地面積は、平成12年と令和２年を比較すると16％減少しています。減少幅は農家数より小さいものの、耕地面

積は縮小が続いており、耕作放棄の増加などが懸念されます。

出典：農林業センサス

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 R2

農家数

農家数（戸） 販売農家数（戸）

500

550

600

650

700

750

800

850

900

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 R2

経営耕地総面積（販売農家）（ha）

40



第３章 経済・産業 ／ 観光（観光入込客数）

 西脇市の観光入込客数は、平成27年度以降、おおむね横ばいで推移していましたが、令和２～３年度は新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大による外出自粛などが大きく影響し、大幅に減少しました。

 本市の主たる観光入込地は、北はりま田園空間博物館（道の駅）、日本へそ公園、ゴルフ場など、買い物・レジャー

施設の利用が多くなっています。

 北播磨地域全体でも、新型コロナウイルス感染症の影響は同様となっています。

 観光入込客数が多い市町は、三木市や加東市となっています。いずれもゴルフ場やアミューズメント施設などの利用

が多いほか、大型公園の利用も多くなっています。

出典：兵庫県観光動態調査
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第３章 経済・産業 ／ 15～64歳の男女別の就業者数・就業率

 西脇市の就業者数は、平成７年から令和２年にかけて、男性では35％減少しましたが、女性では19％減少にとどまっ

ています。人口減少により15～64歳人口が減少した一方で、女性の就業率が高まったことが要因です。

 西脇市の女性の就業率は、平成12年には約60％でしたが、令和２年では72％と10ポイント以上増加しています。一

方で、男性の就業率は微減傾向にあります。

 県内の男女別就業率について、近隣・類似団体等で比較すると、男女ともに西脇市は高い水準にあります。兵庫県で

は男女の差は12ポイント程度となっていますが、本市では９ポイント程度にとどまっています。

出典：国勢調査 出典：令和２年国勢調査
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第３章 経済・産業 ／ 高齢者の男女別の就業者数・就業率

 西脇市の就業者数（高齢者）は、平成７年から平成22年にかけて緩やかに増加していましたが、団塊の世代が65歳以

上となる平成27年以降、急激に増加しました。高齢者の増加に伴って減少していた就業率も増加に転じています。

 平成12年の就業者数（高齢者）は、男女合わせて2,200人でしたが、令和２年には3,560人となり、20年間で約1.6倍

に増加しています。

 県内の男女別就業率（高齢者）について、近隣・類似団体等で比較すると、男女ともに西脇市は兵庫県全体の平均値

より高くなっていますが、北播磨地域の平均値とは同水準となっています。加東市や多可町、丹波篠山市、丹波市な

どで高くなっています。

出典：国勢調査 出典：令和２年国勢調査
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第３章 経済・産業 ／ 女性の年齢階級別の就業率

 女性の就業率を年齢階級別にグラフにした場合に、アルファベットの「M」に近い曲線になることから名づけられた

「女性のM字カーブ」はかなり解消されています。

 M字カーブの“くぼみ”については、結婚や妊娠、出産時に一時的に仕事から離れることにより生じているとされて

いますが、現在では育児休業の普及や保育所等の整備により、退職する割合が低下したことが要因と考えられます。

 一方で、30～34歳の就業率は、男性85.1％、女性74.2％で約11ポイントの差、35～39歳では、男性89.5％、女性

75.4％で約14ポイントの差となっており、環境改善により更に上昇する余地があります。

出典：国勢調査
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第３章 経済・産業 ／ 有効求人倍率

 日本の有効求人倍率は、バブル期の1990年度に1.43を記録した後、急激に悪化し、1999年度に0.49となりました。

2005年ごろから緩やかに回復傾向にありましたが、リーマンショックで急落し、2009年度は0.45となりました。そ

の後、東日本大震災が発生しましたが、有効求人倍率は回復・上昇を続け、2018年度にはバブル期を大きく超える

1.62となりました。

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で大きく低下しましたが、１を下回ることはなく、現在は労働力人

口の減少を背景に、再び増加傾向にあります。

 西脇管内（西脇市・小野市・加西市・加東市・多可郡）の有効求人倍率は、おおむね国の数値を上回って推移してお

り、コロナ禍以前は1.79とかなり高い水準にありました。コロナ禍では国の水準をわずかに下回っていますが、依然

として県全体の数値を上回って推移しています。

出典：一般職業紹介状況（厚生労働省）、兵庫労働局データ ※原数値（パート含む）
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第３章 経済・産業 ／ 課税所得金額

 本市の個人の所得を合計を示す課税所得金額については、平成26年度以降、増加傾向にあり、納税義務者１人当たり

の金額も増加しています。

 近隣・類似団体と比較すると、北播磨４市よりやや低くなっていますが、そのほかの類似団体よりはやや高くなって

います。

出典：兵庫県市区町別主要統計指標（市町村民税課税状況等の調（総所得金額等、市町村民税所得割の納税義務者数））
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第４章 教育・文化・スポーツ ／ 学校施設（小学校）

 少子化の状況を反映し、学級数、児童数ともに減少傾向にあります。

 平成18年度と令和４年度を比較すると、学級数は113から89と24学級（▲21％）減少しています。また、児童数は

2,801人から1,855人と946人（▲34％）減少しており、約３分の２の規模となっています。

 教員数は、平成18年度では178人でしたが、令和４年度では148人と17％減少しています。

 令和５年５月現在では、比較的規模の大きな重春小で各学年３～４学級、西脇小ではいずれも２学級となっています。

その他の学校では、双葉小を除いていずれも各学年１学級となっており、小規模特認校の双葉小では複式学級が生じ、

全学年で３学級となっています。（いずれも特別支援学級を除いた学級数）

出典：西脇市統計書
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H18 8 113 2,801 178

H20 8 108 2,666 164

H22 8 102 2,509 167

H24 8 101 2,302 161

H26 8 97 2,178 161

H28 8 93 2,070 162

H30 8 96 2,022 162

R2 8 93 1,940 157

R4 8 89 1,855 148
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第４章 教育・文化・スポーツ ／ 学校施設（中学校）

 平成18年度と令和４年度を比較すると、学級数は48から39と9学級（▲19％）減少しています。また、生徒数は

1,383人から1,001人と382人（▲28％）減少しており、約４分の３の規模となっています。

 教員数は、平成18年度では104人でしたが、令和４年度では94人と10％減少しています。

 令和５年５月現在では、比較的規模の大きな西脇南中で各学年４学級（12学級）、西脇中では３～４学級（合計10学

級）となっています。黒田庄中では各学年１～２学級（合計５学級）、西脇東中では各学年１学級（合計３学級）と

なっており、クラス替えができない状況が生じています。（いずれも特別支援学級を除いた学級数）

出典：西脇市統計書

学校数 学級数 生徒数 教員数

H18 4 48 1,383 104

H20 4 47 1,365 98

H22 4 46 1,370 101

H24 4 47 1,326 107

H26 4 46 1,251 106

H28 4 45 1,156 99

H30 4 42 1,049 99

R2 4 39 998 92

R4 4 39 1,001 94
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第４章 教育・文化・スポーツ ／ 学校施設（高等学校）

 近隣・類似団体における高等学校の立地状況を整理しています。

 西脇市には、西脇高等学校、西脇工業高等学校、西脇北高等学校が立地しており、人口規模の割に高等学校が集積し

ています。そのため、人口規模が1.2倍の小野市、1.6倍の丹波市より生徒数が多くなっています。

 西脇高等学校、西脇工業高等学校の約４割が西脇市立中学校出身で、６割程度は市外からの流入となっています。

出典：兵庫県統計書

自治体
人口（人）

R4.1.1

学校数 学級数 生徒数（人）

H28 R3 H28 R3 H28 R3

西脇市 39,203 3 3 53 48 1,867 1,570

三木市 75,571 4 4 61 52 2,392 1,961

小野市 47,833 2 2 43 39 1,626 1,451

加西市 42,721 2 2 21 18 818 685

加東市 39,842 1 1 18 17 707 669

多可町 19,766 1 1 9 6 343 212

丹波篠山市 40,316 3 3 31 27 1,128 884

丹波市 62,411 3 3 35 29 1,340 1,043

赤穂市 46,039 1 1 25 21 893 694

朝来市 29,165 2 2 15 15 553 467

宍粟市 36,010 3 3 28 23 983 827
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第４章 教育・文化・スポーツ ／ 学習理解

 小学６年生・国語では、令和３年・令和４年では、県の数値をやや上回り、国の数値とほぼ同水準となっています。

 小学６年生・数学では、令和１年・令和３年では国・県の数値をわずかに下回っていましたが、令和４年では上回っ

ています。

 中学３年生・国語では、令和３年を除いて、国・県の数値を大きく上回っています。

 中学３年生・数学では、いずれの年も、国・県の数値を下回っています。

出典：全国学力・学習状況調査

教科 区分 R1 R3 R4

国語

市 83.8 84.2 84.5

県 84.7 83.3 82.5

国 84.9 84.2 84.0

算数

市 82.5 83.9 84.5

県 82.7 84.7 80.1

国 83.5 84.6 81.2

教科 区分 R1 R3 R4

国語

市 89.4 77.0 89.5

県 76.3 78.5 77.9

国 77.6 80.1 81.2

数学

市 65.7 72.2 73.7

県 72.3 74.4 74.4

国 73.9 74.6 76.2

＜小学６年生＞ ＜中学３年生＞

質問：国語（算数・数学）の授業の内容はよくわかりますか。

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計割合）
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第４章 教育・文化・スポーツ ／ 図書館

 西脇市の図書館の利用状況は、平成27年度の茜が丘複合施設の整備を契機に、施設利用者数、貸出人員、貸出資料数

ともに大きく増加しました。令和２年以降、コロナ禍の外出自粛、施設の利用制限等を背景に図書館利用が減少しま

したが、現在は回復傾向にあります。

 近隣・類似団体で貸出状況、蔵書整備状況を比較すると、加東市を筆頭に北播磨３市で貸出が多くなっています。人

口１人当たりの資料費については、加東市、多可町、丹波篠山市に次いで多くなっており、県内でも高い水準となっ

ています。

出典：西脇市常任委員会資料 出典：令和４年度兵庫県公共図書館調査（令和３年度実績）
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貸出資料数 貸出人員

貸出資料数
人口１人当た
り蔵書冊数

人口１人当た
り資料費

西脇市 354,093冊 5.7冊 469.6円

小野市 375,355冊 4.8冊 262.7円

加西市 389,165冊 5.2冊 426.6円

加東市 517,032冊 11.0冊 549.4円

多可町 109,164冊 9.4冊 508.4円

丹波篠山市 292,009冊 6.3冊 475.7円

赤穂市 259,816冊 4.5冊 255.5円

朝来市 148,484冊 7.8冊 362.5円

宍粟市 122,370冊 4.9冊 420.5円
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第４章 教育・文化・スポーツ ／ 生涯学習・文化芸術

 アンケート調査で「過去１年間に、生涯学習活動（自発的な学習、サークル活動や講座への参加など）をしたことが

あるか」調査したところ、令和４年度の「ときたま」以上の頻度の割合は、平成30年度、令和２年度と同水準となっ

ています。「たまに」の割合については大きく減少しています。

 アンケート調査で「過去１年間に、文化芸術活動（音楽・美術などの鑑賞や創作・体験活動など）をしたことがある

か」調査したところ、コロナ禍の令和２年度に「活動した」と回答した割合が大きく低下しました。令和３年度以降

は以前と同じような状況に回復しています。

出典：まちづくり市民アンケート（過去１年間に、生涯学習活動をしたか） 出典：まちづくり市民アンケート（過去１年間に、文化・芸術活動をしたか）
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第４章 教育・文化・スポーツ ／ スポーツ・運動習慣

 アンケート調査で「過去１年間に、スポーツ・レクリエーション活動（健康体操、ウォーキング、サイクリング、ハ

イキングなど）をしたことがあるか」調査したところ、過去４回の調査ともに同じような結果となっています。

 アンケート調査で「１回30分以上の軽く汗をかく運動を、週２回以上、１年以上実施しているか」調査したところ、

「実施している」と回答した割合は31％～35％の間で推移しており、ほぼ横ばいとなっています。

出典：まちづくり市民アンケート（過去１年間に、スポーツ・レクリエーション活動をしたか） 出典：まちづくり市民アンケート
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第５章 安全・安心 ／ 西脇市内の交通事故の状況

 西脇市内で発生した交通事故（人身事故）発生件数及びそれに伴う傷者数は、平成27年以降減少傾向が続いていま

す。ただし、令和４年は、前年と比べてやや増加しました。

 直近で最少となった令和３年と平成23年を比較すると、交通事故発生件数・傷者数ともに約５分の１まで減少してい

ます。

 交通事故に伴う死者数については、平成23年、平成29～30年、令和３年に０人を記録しましたが、それ以外の年に

は数名の命が失われています。

出典：兵庫県市区町別主要統計指標・兵庫県警察HP
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第５章 安全・安心 ／ 子ども・高齢者の交通事故の状況

 西脇市内で発生した交通事故（人身事故）に伴う「子どもの傷者数」は、年によってばらつきがあるものの、全体的

には減少傾向にあり、近年は10名以下となっています。

 「高齢者の傷者数」も同様に減少傾向にあり、近年は30名を下回っていますが、傷者数全体も減少傾向にあるため、

傷者数全体に占める高齢者傷者数の割合は増加傾向にあります。

 平成24年から令和４年の間に亡くなられた16名のうち、11名が高齢者となっています。

出典：兵庫県市区町別主要統計指標・兵庫県警察HP
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第５章 安全・安心 ／ 県内の交通事故の状況

 令和２年～令和４年の交通事故（人身事故）発生件数の平均について、人口千人当たりの数値を算定し、近隣自治

体・県内地域で比較すると、西脇市は2.14件となり、北播磨各市のいずれも下回っています。

 西脇市では、中播磨地域の半分以下となっており、比較的交通事故発生件数が少ない地域となっています。

出典：兵庫県市区町別主要統計指標・兵庫県警察HP
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第５章 安全・安心 ／ 西脇市内・県内の犯罪（刑法犯認知件数）

 西脇市内で発生した刑法犯認知件数は、平成26年以降減少傾向にあり、令和４年は130件となっています。平成24年

と比較すると、約４割となっています。

 令和２年～令和４年の刑法犯認知件数の平均について、人口千人当たりの数値を算定し、近隣自治体・県内地域で比

較すると、西脇市は4.4件となり、北播磨５市の中では加西市に次いで少なくなっています。神戸市や阪神南（尼崎

市、西宮市など）、中播磨地域（姫路市など）などの都市的な地域で犯罪件数が比較的多くなっています。

出典：兵庫県市区町別主要統計指標・兵庫県警察HP
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第５章 安全・安心 ／ 北はりま消防本部管内の火災発生件数

 西脇市内の火災発生件数は、年によってばらつきはあるものの、一部の年を除いて20件前後で推移しています。建物

火災は令和元年以降は10件以下で推移しており、それ以前と比べてやや減少しています。

 北はりま消防本部管内（３市１町）の中で比較すると、西脇市の直近５年間の累計は79件となっており、多可町に次

いで少なくなっています。加西市は157件で、本市の約２倍となっています。

出典：北はりま消防本部（火災・救急・救助の概要）
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第５章 安全・安心 ／ 北はりま消防本部管内の救急の状況

 西脇市内の救急出動件数は、年によってばらつきはあるものの、おおむね2,000件前後で推移しています。令和４年

については2,188件と例年より多くなっていますが、管内３市ともに同じような状況です。

 限られた資源を効果的に活用するため、救急については緊急度や傷病の状況などを踏まえて適切に利用することが重

要です。平成29年と令和４年を比較すると、管内３市１町ともに軽症者の割合が低下していますが、加東市がやや高

くなっています。

出典：北はりま消防本部（火災・救急・救助の概要）
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第６章 都市基盤・住環境 ／ 公共交通（加古川線）

 西脇市内の駅の乗車人員について、平成22年度と令和元年度を比較すると、定期利用が増加したことなどにより、

24％の増加となっています。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う外出自粛やテレワーク等の

普及に伴い、令和２年度の乗車人員は大きく減少しました。令和３年度はやや回復したものの、コロナ前の水準には

至っておらず、令和元年度の84％程度の利用にとどまっています。

 西脇市内の駅の乗車人員をみると、西脇市駅の利用が９割程度を占めており、その他の乗車人員は少なくなっていま

す。

 令和３年度の乗車人員は、西脇市内の駅では770人/日となっており、加東市内の650人/日を上回っていますが、小野

市内は1,716人/日と２倍以上多く利用されています。

出典：西脇市統計書
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駅名
令和元年度 令和３年度

普通 定期 普通 定期

西脇市駅 209 613 152 543

新西脇駅 1 5 2 5

比延駅 2 12 1 9

日本へそ公園駅 3 5 3 1

黒田庄駅 3 29 2 14

本黒田駅 4 30 3 31

船町口駅 0 5 0 4
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第６章 都市基盤・住環境 ／ 公共交通（デマンド型交通むすブン）

 西脇市が運行するデマンド型交通「むすブン」は、令和３年４月からスタートしています。デマンド型交通は、事前

に電話で予約することで、自宅近くなどの指定場所まで車が迎えに来て、乗り合いで目的地まで送迎する公共交通で

す。

 導入後半年ほどで利用が定着し、１日当たり120人、月間約3,000人が利用している状況です。令和５年４月からは１

台増車して６台体制となっており、さらに利用が増加しています。

 むすブンの利用登録者数は、約3,600人となっており、特に80歳以上で半分を占めています。80歳代では市民の４割

近くが登録しています。

出典：西脇市統計書
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第６章 都市基盤・住環境 ／ 道路

 西脇市の国道の実延長は23,032メートル、主要地方道の実延長は27,326メートル、一般県道の実延長は43,168メート

ルとなっています。

 国道・主要地方道・県道の合計実延長について自治体面積100㎢当たりで比較すると、本市は70㎞、北播磨地域４市

では80㎞超となります。西脇市でやや短くなっていますが、その他の類似・近隣団体とは同水準又は上回っている状

況です。

 近隣・類似団体と市町道の舗装率について比較すると、本市の舗装率は96.1％と高い水準となっています。

出典：令和３年度統計書（有料道路は含まない）

自治体面積
国道

実延長(ｍ)

主要地方道
実延長(ｍ)

一般県道
実延長(ｍ)

市町道
実延長(ｍ)

市町道
舗装率

西脇市 132.44㎢ 23,032 27,326 43,168 406,140 96.1%

三木市 176.51㎢ 10,897 66,246 71,862 672,450 92.1%

小野市 93.70㎢ 8,339 39,648 31,974 460,070 97.0%

加西市 150.22㎢ 11,787 51,021 63,119 494,190 82.4%

加東市 157.55㎢ 29,359 33,675 69,110 522,195 94.2%

多可町 185.19㎢ 27,544 38,220 29,736 512,382 85.8%

丹波篠山市 377.59㎢ 64,827 59,450 150,484 817,949 86.4%

丹波市 493.21㎢ 98,971 72,693 118,779 1,130,000 86.2%

赤穂市 126.85㎢ 25,917 28,026 33,596 423,099 88.8%

朝来市 403.06㎢ 118,066 29,088 67,600 625,428 92.1%

宍粟市 658.54㎢ 88,795 84,730 110,152 591,330 87.0%
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第６章 都市基盤・住環境 ／ 廃棄物処理

 一人一日当たりのごみ排出量は、兵庫県平均が901ｇとなっています。西脇市は801ｇとなっており、県下の市の中

では加東市、加西市、丹波市に次いで４番目に低い水準となっています。ただし、平成26年度と比べると23ｇ

（3％）増加しています。

 北播磨地域では、三木市と小野市で排出量が多くなっており、それ以外の３市１町では県下でも低い水準となってい

ます。

 リサイクル率は、近隣市町の中で西脇市は中ほどに位置していますが、平成26年度と比較すると４ポイント低下して

います。県下29市中17位となっており、平均的な水準を下回っています。

出典：兵庫県の一般廃棄物処理（平成26年度・令和２年度）
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第６章 都市基盤・住環境 ／ 西脇市の空き家の状況

 住宅土地統計調査は抽出調査であり、全数調査ではないため、注意が必要です。

 西脇市の住宅総数は平成25年がピークとなっており、平成30年はやや減少しました。空き家数も同様の推移となって

います。

 別荘、賃貸・売却用住宅などを除いた、いわゆる「空き家」については、平成25年に1,800件で総住宅の約10％を占

めていましたが、平成30年では1370件となり、7.8％に低下しました。

出典：住宅土地統計調査
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数

空き家
数

二次的
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賃貸用
住宅

売却用
住宅

その他
の住宅

H15 15,070 2,640 ー 1,610 160 870

H20 17,090 2,920 140 1,550 70 1,160

H25 18,040 3,100 130 1,130 30 1,800

H30 17,620 3,040 120 1,460 90 1,370
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※空き家の「その他の住宅」とは，「賃貸用の住宅」「売却用の住宅」「二次的住宅」以外の住宅で，例えば，転勤・入院などのため居住世帯が長期に

わたって不在の住宅や建て替えなどのために取り壊すことになっている住宅のほか，空き家の区分の判断が困難な住宅などを含む。
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第６章 都市基盤・住環境 ／ 県内の空き家の状況

 国、兵庫県の空き家率はそれぞれ15.9％、16.2％、その他の住宅率はそれぞれ6.5％、6.6％となっています。西脇市

の数値はそれぞれ１％あまり高くなっています。

 北播磨地域の中では、その他の住宅率は、小野市、加西市がやや低く、そのほかの地域はほぼ同程度となっています。

丹波地域や類似団体と比較すると、北播磨地域の数値は低くなっています。

出典：住宅土地統計調査

総住宅数 空き家数 その他の住宅 空き家率
その他の
住宅率

全国 53,330,100 8,488,600 3,487,200 15.9% 6.5%

兵庫県 2,297,600 372,300 151,900 16.2% 6.6%

赤穂市 21,410 3,540 1,960 16.5% 9.2%

西脇市 17,620 3,040 1,370 17.3% 7.8%

三木市 32,700 4,050 2,530 12.4% 7.7%

小野市 19,320 2,200 840 11.4% 4.3%

加西市 18,040 2,330 1,060 12.9% 5.9%

丹波篠山市 18,560 2,960 1,850 15.9% 10.0%

丹波市 26,680 4,470 3,190 16.8% 12.0%

朝来市 13,960 2,560 1,620 18.3% 11.6%

宍粟市 15,370 2,680 1,920 17.4% 12.5%

加東市 20,220 4,460 1,450 22.1% 7.2%

多可町 7,610 1,280 590 16.8% 7.8%
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第６章 都市基盤・住環境 ／ 近隣の新設住宅着工戸数の状況

 西脇市の新築住宅着工戸数（持家系）は、平成21年から平成25年にかけて120戸前後で推移していましたが、その後

は、消費税増税前の駆け込み需要があった平成30年、令和元年を除いて、100戸前後で推移しています。

 西脇市の新設住宅着工戸数（貸家系）は、平成20年ごろまで150戸を超えていましたが、平成25年以降は大きく減少

しており、消費税増税前の駆け込み需要があった平成30年を除くと、年平均30戸にとどまっています。

 近隣の新設住宅着工戸数（R1～R3の平均値）をみると、持家系では加東市、丹波市、小野市が多くなっています。

貸家系では加東市、丹波市が多く、次いで加西市が比較的多くなっています。西脇市は持家系、貸家系ともに低い水

準となっています。

出典：兵庫県新設住宅着工戸数
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第６章 都市基盤・住環境 ／ 県内の住環境（持ち家・延べ床面積）

 一住宅当たりの延べ床面積は、国・兵庫県ともに93㎡、持家に限っても120㎡弱となっていますが、西脇市では、そ

れぞれ138㎡、160㎡となっています。近隣自治体でも同様の傾向であり、住環境については地方部で充実している

といえます。

 国勢調査による持ち家率は、全国61.4％、兵庫県64.8％に対して、西脇市は74.7％です。近隣自治体でも加東市を除

いて同様の傾向であり、一般的には地方都市ほど家を所有している傾向にあります。加東市については、大学や工場

の立地により賃貸住宅が多いことが要因と考えられ、神戸市などと同様の水準となっています。

出典：平成30年住宅・土地統計調査 出典：令和２年国勢調査
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（戸）
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全国 53,616,300 32,801,500 93.04 119.91

兵庫県 2,308,700 1,495,900 93.40 115.89

神戸市 707,600 412,000 77.86 100.06

西脇市 14,480 11,210 138.42 160.31

小野市 17,120 13,130 125.43 145.72

加西市 15,690 12,350 156.34 180.92

加東市 15,660 10,040 124.01 161.54

多可町 6,310 5,560 157.23 169.01
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第６章 都市基盤・住環境 ／ 定住意向

 市・県のアンケート調査で「西脇市に住み続けたいですか（西脇市）」、「住んでいる地域にこれからも住み続けた

いですか（兵庫県・北播磨）」と質問し、「住み続けたい」「まあ住み続けたい」の合計割合を示しています。

 西脇市では、肯定的な回答が60～70％で推移しており、近年はやや増加傾向にあるものの、兵庫県全体、北播磨地域

を下回っている状況です。

 年代別にみると、10～20歳代で肯定的な回答が50％を下回っており、30～50歳代でも60％程度となっています。若

年層から子育て世代にかけて、定住意向に課題があります。

 経年比較では、10～30歳代では年度によってばらつきがあり、40～50歳代はほぼ横ばい、60歳代以上ではやや増加

傾向にあります。

出典：西脇市まちづくり市民アンケート、兵庫のゆたかさ指標県民意識調査
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第７章 地域自治・参画と協働 ／ 市民によるまちづくり活動

 地域でのまちづくり活動の参加状況は、平成29年以降やや増加していましたが、令和２年、令和３年とコロナ禍で低

下しました。令和４年はやや増加しましたが、コロナ前の状況には至っていません。

 年代別にみると、60歳代がやや高くなっていますが、40歳代以上では大きな差異はありません。40歳代、50歳代で

は、令和２年、令和３年でやや低下しており、コロナ禍で影響があったと考えられます。

 活動頻度別にみると、令和２年、令和３年で「たまに（年数回）」と回答した方の割合が低下していますが、「ほぼ

毎日」「ときどき」「ときたま」と回答した方の割合に大きな変化はありません。

出典：西脇市まちづくり市民アンケート
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地域でのまちづくり活動への参加状況
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40歳代
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年代別の状況

R4 R3 R2 H30 H29

（設問）過去１年間に、地域でのまちづくり活動に参加したことがある（自治会や子ども会などの行事や活動など）

（選択肢）ほぼ毎日（週３～４日）、ときどき（週１～２日）、ときたま（月数日）、たまに（年数回）の合計
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第７章 地域自治・参画と協働 ／ 参画と協働のまちづくりの実感

 参画と協働のまちづくりについての実感を質問したところ、「そう思う」「やや思う」の合計となる「肯定的な回答

割合」は低下傾向にあります。

 「肯定的な回答割合」は、以前は45％程度で推移していましたが、近年は40％を下回って推移しています。一方で、

「否定的な回答割合」は大きく変化しておらず、「わからない」と回答する割合が増加傾向にあります。

出典：西脇市まちづくり市民アンケート
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（設問）行政だけでなく、市民や地域と協働でまちづくりが行われていると思いますか

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない わからない 無回答
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第７章 地域自治・参画と協働 ／ 市への愛着

 地域への愛着や誇りの有無について質問したところ、「まあ感じる」と回答する割合が増改傾向にあり、「肯定的な

回答割合」は全体の３分の２を占めています。

 兵庫県でも同種の調査をしていますが、平成30年～令和３年にかけては、県全体、北播磨地域の数値を下回っていま

したが、令和４年では、いずれも上回っています。

出典：西脇市まちづくり市民アンケート、兵庫のゆたかさ指標県民意識調査
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西脇市 北播磨 兵庫県

（設問）あなたは、住んでいる地域に愛着や誇りを感じますか

（選択肢）感じる・まあ感じる・どちらともいえない・あまり感じない・感じない
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第７章 地域自治・参画と協働 ／ 市政情報の発信

 「市政情報が分かりやすく提供されているか」との質問について、「肯定的な回答割合」は「否定的な回答割合」に

対しておおむね10ポイント以上上回って推移しています。

 「肯定的な回答割合」は平成25年、平成26年を除いて50％を下回って推移しており、近年はやや低下傾向がみてと

れます。一方、「否定的な回答割合」は大きな変化はみられず、「わからない」と回答する方が増加傾向にありま

す。

 年代別にみると、30～50歳代が低くなっており、60歳代以上が高くなっています。過去のアンケート調査では、高

年齢層ほど市政に関心を持っていると回答しており、関連性がみてとれます。

出典：西脇市まちづくり市民アンケート
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（設問）市政情報がわかりやすく提供されているか

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない わからない
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第７章 地域自治・参画と協働 ／ 投票率

 国政選挙における西脇市の投票率は、過去８回の選挙について、いずれも県全体の投票率を上回っています。また、

北播磨５市の中では、西脇市の投票率が最も高くなっています。

出典：兵庫県市区町別主要統計指標

衆議院議員
小選挙区
H24.12

衆議院議員
小選挙区
H26.12

参議院議員
選挙区

(県知事選)
H25.7

参議院議員
選挙

（選挙区）
H28.7

衆議院議員
小選挙区
H29.10

参議院議員
選挙

（選挙区）
R1.7

衆議院議員
小選挙区
R3.10

参議院議員
選挙

（選挙区）
R4.7

兵庫県 58.59 50.86 53.02 53.74 48.62 48.60 54.29 51.62

西脇市 62.36 54.09 56.04 55.83 57.97 51.32 61.69 52.61

三木市 58.00 50.29 52.90 53.87 48.96 49.41 52.51 50.70

小野市 57.82 49.78 52.04 53.10 48.07 47.47 53.67 51.37

加西市 60.80 53.50 54.46 54.87 53.09 48.93 56.16 51.09

加東市 59.68 50.02 52.71 52.88 49.37 49.94 54.96 50.11

多可町 65.39 56.68 57.65 57.17 56.75 54.37 67.54 55.16
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第８章 行政経営 ／ 基金

 基金とは、特定の目的（事業）のために積み立て、または準備しておく資金（貯金）です。

 将来の財源不足などに柔軟に対応するための財政調整基金は、合併直後の平成18年度には約20億円でしたが、その後

順調に積み立て、平成27年度以降はおおむね50億円前後で推移しています。

 その他の基金は、合併直後の約28億円から20億円弱（平成20年度）まで減少しましたが、その後順調に積み立て、

令和元年度に50億円を超え、その後はおおむね横ばいとなっています。

 近隣・類似団体と比較しても、比較的高い水準となっており、健全な財政運営を行っています。

出典：決算カード 出典：令和３年度決算カード
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第８章 行政経営 ／ 地方債

 地方債とは公共施設や道路、水道、下水道などの整備に充てた借入金で、市が発行する地方債を市債といいます。地

方債を発行することで、将来的に返済のための元利償還金が発生しますが、公共施設や道路などは将来にわたって使

用することから、世代間の公平性の観点からも財源として活用するものです。

 西脇市の地方債残高は、平成22年度から平成29年度にかけて増加傾向にありましたが、その内訳をみると、臨時財政

対策債（償還費用は全額を国が負担）や合併特例債（償還費用の2/3を国が負担）の割合が高くなっています。また、

令和２年度の地方債残高の増加は、新庁舎・市民交流施設整備に伴うものです。

 人口１人当たりの地方債残高で比較すると、西脇市は、北播磨地域では多可町・加東市と並んでやや高くなっていま

すが、類似団体の中では標準的な数値となっています。

出典：決算カード、地方財政状況調査 出典：令和３年度決算カード
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第８章 行政経営 ／ 西脇市の財政指標（将来負担比率ほか）

 将来負担比率は、自治体が、地方債の残高、職員の退職手当、土地開発公社や第三セクターの負債など、将来負担す

るべき債務残高の、標準財政規模に対する比率をいいます。市町村の場合は350％を超えると早期健全化基準に該当

します。

 実質公債費比率は、一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の、標準財政規模に対する比率をいいます。

18パーセント以上になると地方債発行に許可が必要となり、25パーセント以上になると一部の地方債発行が制限され

ます。この比率が高まると歳出に占める実質的な公債費の割合が高く、他の経費を圧迫する状態となります。

 西脇市の将来負担比率、実質公債費比率は、合併後、平成27年にかけて低下傾向で、それ以後も横ばいで推移してお

り、直近の数値はそれぞれ13.5％、8.7％となっています。

出典：決算カード
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第８章 行政経営 ／ 近隣・類似団体の財政指標（将来負担比率ほか）

 西脇市の将来負担比率は13.5％で、北播磨地域の中では三木市に次いで高い水準となっていますが、全国の類似団体

の平均値（25.1％）を下回っています。県内の類似団体の中では、丹波篠山市や赤穂市がやや高くなっています。

 西脇市の実質公債費比率は8.7％で、北播磨地域の中では加西市と同水準となっています。全国の類似団体の平均

（8.3％）よりわずかに高くなっています。県内の類似団体の中では丹波篠山市、朝来市、赤穂市がやや高くなって

います。

出典：令和３年度決算カード
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第８章 行政経営 ／ 西脇市の歳入

 西脇市の歳入決算額は、近年は200億円あまりで推移しています。合併後、全体として増加傾向にありましたが、平

成21年度の経済対策や平成22年度から開始されたこども手当制度、平成25年度の経済対策など、国の政策により財

源が措置されたことも影響しています。また、令和２年度は、新型コロナウイルス感染症関連で国の大型給付事業が

行われた結果、国庫支出金が大幅に増加したほか、新庁舎・市民交流施設整備に伴って地方債も増加しています。

 令和元年度では、歳入決算額の内訳は、地方税が24％、地方交付税が30％、地方消費税交付金が３％、国庫支出金が

12％、地方債が８％となっています。

 合併直後の平成18年度と令和３年度を比較すると、地方税が９億円程度減少した一方で、地方交付税が22億円増加し

ています。

出典：決算カード
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第８章 行政経営 ／ 西脇市の地方税収入

 近年の西脇市の地方税は、地域経済の低迷による法人市民税の減少、地価の下落、人口減少による固定資産税の減少

により、合併後は減少傾向にあり、50億円を少し下回る水準で推移しています。

 地方税の内訳は、固定資産税・都市計画税が全体の48％、個人市民税が36％を占めています。

 個人市民税は、リーマンショックや東日本大震災などの外的要因や、市内大型事業所の撤退・閉鎖などの影響はある

ものの、平成22年度以降は全体として増加傾向にあります。

 固定資産税・都市計画税は、平成18年度には約33億円でしたが、地価の下落や、人口減少・少子化による新築の減少

等により減少傾向が続いており、令和３年度は約23億円にまで減少しています。

出典：決算カード
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第８章 行政経営 ／ 近隣・類似団体の地方税収入

 近隣市と比較すると、企業立地や通勤圏が異なる状況から、個人市民税で１～４億円程度、法人市民税で１～３億円

程度、それぞれ西脇市が少なくなっています。固定資産税は、地価の相違や自治体面積が異なることから10億円以上

の差が生じており、地方税収入は全体として厳しい状況にあります。

 近隣自治体を除いた県内類似団体と比較すると、赤穂市を除いて同じような水準にあります。

出典：令和３年度決算カード
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第８章 行政経営 ／ 財政力指数

 財政力指数は、基準財政収入額を基準財政需要額で割って得た数値の過去3年の平均値のことで、地方公共団体の財

政に力があるかどうかを表す指標です。財政力指数が高いほど財源に余裕があるとされ、1を超える地方公共団体は

普通交付税の不交付団体となります。

 西脇市の財政力指数は、固定資産税の減収や景気低迷、人口の減少、高齢化率の上昇等の影響で、平成20年度以降低

下し、平成25年度に0.5を下回りました。その後も微減傾向が続いており、直近の数値は0.45となっています。

 財政的に恵まれた近隣市と比較すると厳しい状況にありますが、その他の県内類似団体よりは高い数値を維持してい

ます。一方、全国の類似団体の平均値（R3：0.56）は下回っています。

出典：決算カード 出典：令和３年度決算カード
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第８章 行政経営 ／ 歳出（目的別）

 西脇市の歳出決算額は、平成18年度は約163億円でしたが、年々増加しており、近年は200億円あまりで推移してい

ます。

 平成24～25年度の教育費の増大は、南中学校、双葉小学校、給食センター等の改築や空調設備導入などが要因です。

 平成25～26年度の土木費の増大は、茜が丘複合施設みらいえの整備などを行ったことが要因です。

 令和２年度の総務費の増大は、新型コロナウイルス感染症対策や新庁舎・市民交流施設整備が要因です。

 高齢化の進行や子育て施策の充実などに伴って、民生費は年々増加しています。平成18年度に37.7億円であった民生

費は令和元年度に62.5億円に増加し、約1.7倍となっています。

出典：決算カード
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第８章 行政経営 ／ 扶助費

 児童福祉費は、かねてから微増傾向にありましたが、平成22年度のこども手当制度の創設に伴って大幅に増加し、加

えて、認可保育所の認定こども園への移行に向けた財政支援や認定こども園の副食費の支援を行ったため、さらに増

加傾向にあります。平成18年度には14.5億円でしたが令和元年度には24.6億円となり、約1.7倍となっています。

 老人福祉費は、平成18年度の９億円から令和３年度には17.5億円に増加し、約1.9倍となっています。介護保険制度

の定着に加えて、高齢者人口の増加が主な要因です。

 障害者福祉費は、平成18年度の4.3億円から令和３年度には12.1億円に増加し、約2.8倍となっています。平成18年度

に施行された障害者自立支援法（現障害者総合支援法）が定着し、障害福祉サービスの拡充と社会参加等が進んだこ

とが要因であると考えられます。

 生活保護費は、高齢化の進行、独居高齢者の増加などを背景に、2.4億円（H18）から5.2億円（H27）に増加しまし

たが、受給者の死亡や転出などにより、令和３年度には3.7億円となっています。

出典：西脇市決算書
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第８章 行政経営 ／ 職員数

 市町合併による行政事務の効率化に合わせ、職員数を削減することにより、普通会計の職員数は、合併前の平成17年

度の343人から平成29年度には214人になりました。その後、行政需要の増加などを踏まえて令和４年度には230人と

なっていますが、合併前から100人以上減少しています。

 人口千人当たりの職員数で比較すると、西脇市は5.87人で、近隣・県内類似団体のいずれよりも少なくなっていま

す。また、全国の類似団体の平均値は8.85人で、その３分の２の人数となっており、全国でも３番目に少ない水準と

なっています。

出典：決算カード 出典：令和３年度決算カード（R4.4.1現在）

150

200

250

300

350

400

H17 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4

普通会計職員数（西脇市）

普通会計職員

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

11.00

12.00

0

100

200

300

400

500

600

人
口
千
人
当
た
り
職
員
数
（
人
）

普
通
会
計
職
員
数
（
人
）

近隣・類似団体の職員数

普通会計職員数 人口千人当たり職員数

84



第８章 行政経営 ／ 人件費

 合併時の平成17年度に32.7億円であった人件費は、職員数の減少とともに減少し、平成30年度には約20.6億円に減少

しました。職員数がやや増加した令和元年度でも21.2億円となっており、合併前の３分の２の金額となっています。

なお、令和２年度、３年度に大きく増加していますが、会計年度任用職員の人件費の計上方法が変更されたことに伴

うものです。

 近隣・類似団体と人口一人当たりの人件費について比較すると、西脇市は68,511円で最も低い水準となっており、宍

粟市や朝来市、丹波篠山市の６割弱となっています。

出典：決算カード 出典：令和３年度決算カード
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